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新
春
を

駆
け
ぬ
け
る

大
枝
地
区

元

朝
マ

ラ

ソ

ン

国見 叮大枝地区家庭スポーツ協会（瀬

戸 邦光 会長 ）が主 催する 第25 回 元朝

マ ラソ ン大会 は 、2002 年（平 成14

年 ）１月 １日 午 前８時 、川内厳 島 神社

を ス タ ート し まし た 。地区 の 親 睦と

健康 増進 を 願い 。 毎 年元 旦に 行な わ

れており 、 地区内 外 から約70 名 が走

り 初めをし 、新 年を祝い まし た。



年
頭
に
あ
た
り

国
見
町
長

冨
永
武
夫

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

町
民

の
皆
様
に
は
清

々
し

い
希
望
に
満
ち

た
新
年
を

お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
町

政

各
般
に
わ
た
り
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
二

十
一
世
紀
の
幕
明
け
か
ら
早
や
一
年
が
過

ぎ
ま
し

た
が
、
こ

の
一
年
を
振
り
返
り
ま

す
と

、
世
界
を
震
撼
さ
せ
た

米
国
中
枢
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

や
経
済
、
雇
用
等
の
一
層
の
深

刻
化

に
よ
り

国
内
外
に
お

い
て
二

十
一
世
紀

初
頭

の
社
会

全

体
に
先
行
き
の
不
安

が
広

が
っ
た
年
で

あ
り
ま
し

た
。

こ
の
様
な
中
で

、
四
月

に
は
「
聖
域
な
き
構
造
改

革
」
を
掲

げ
た
小

泉
内
閣
が
発
足
し

、
所
謂
「
骨
太
の
方
針
」
に
よ

る
特

殊
法
人
等
の
廃
止

、
民
営
化
を
始
め
、
地

方
の
自
立

、
活
性
化

等
の
行

財
政
改
革

プ
ロ

グ
ラ
ム
「
改
革
工
程
表
」
が
取
り
纏
め

ら
れ
る
な
ど
大
胆
な
改
革
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

一
方

、
明
る
い
話
題
と
し
て
は

、
敬
宮
愛
子
内
親
王
殿
下
ｐ

ご
誕
生
、
名
古
屋
大
学
野
依
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

の
受
鳥

ベ
ル
リ
ン
マ
ラ
ソ

ン
に
お
け

る
高

橋
尚
子
選
手
の
史

上
初
一
』

時
問
二
十
分

の
壁
を
破
っ
て
の
優
勝
、
更

に
ア

メ
リ
カ
大
リ

ー

グ
で
の
イ
チ
ロ

ー
選

手
の
新
人
王
と

最
俊
秀
選
手
賞

の
ダ

ブ

ル
受
賞

な
ど
、
私
達
日
本
人
に
希
望
と
元
気
を
与
え

る
活
躍
も

あ
り
ま
し
た
。

町
政

に
お
き
ま
し
て
は
、
第
四
次

振
興
計
画
の
初
年
度
に
あ

た
り

、
第
三
次
計
画
の
理
念
を
踏
襲
す

る
行
財
政
基
盤

の
充
実

を

図
り

つ

つ

、
町

営

住

宅

建
設

事

葉

を

始

め

．
多

目

的

体

育

施

設

建
設

事

業

、
上

水
道

受

水

施

設

建

設

事

業

の
外

、
懸

案

の

公

立

藤
田

病

院

改

築

事

業

、
藤

田
市

街

地

の

Ｊ`
ｗ

ｆ

ち

づ

く

り

避

難

路
整

備
事

業
ヽ
藤

田

駅

周

辺

整

備

懇
談

箆

耐

立

ち

上

げ

な

ど

二

十

一

肚

紀

の

ス

タ

ー
ト

に

相

応

ｋ

丶
　
　

”
的

な

行

政

課

題

に
積

極

的

に

取

り

組

ん

だ
と

こ

翕
　
　
　

’
．

さ
て

、
平

成

十

四

年

は

長

引

く

経

済

．
　
　
　

で
、
地

方

自

治

体

を

取

り

巻

く

環

境

は

国

の

構

造

既
　
　
　

．
グ
ラ

ム

の
下

に

一

層

厳

し

い
財

政

運

営

を

郊

顯

き

な

変

革

期

に

向

い
、
こ

れ

ま

で

の
行

博

之

皿
ｍ
ｙ
ｌ
心
一

す

急

速

な
高

齢

化

．
少

子

化

、
国

際
化

、
高

麕

猜

糺
邸

．’
力

え
ま

し

て

、
今

後

の
町

づ

く

り

を

推

進

臉

｀
爲

四

天

丿

大
行

癶

’の

推

進

と

と

も

に
合

併

に

つ

い
て

も

癬

安

臨

の

心
皿
ｗ

七

皿
匹
Ｊ

課

題

と

な

っ
て

お

り

ま

す
　
　
　

フ

畍
　
　

‥
｀

．

’

滷
ぞ

こ

の

様

な

中
ｙ

に

Ｊ

こ
じ

こ

邑

町

政

垤
　

た

り

ま

し

て

ま
ヽ

従

前

’

心
耳
ｔ
ｔ
Ｊ
ｍ

作
ぷ

黼

」

康

行

財
　

ｓ

箜
　

Ｅ
脳

｛

り

の
四

訪

廖

一

下

に
「

匹

ふ
ｗ

Ｊ

Ｊ
Ｌ

ヱ

訟

健

康
で

馴

十

莨

商

９

．

」
．

大

晦

ｔ

祕

織

瓦

心
一
に
ｙ

Ｊ
Ｊ
一

体
爾

の
榊

ま

、

”の

膏

民

の

脂

な
り

」
「
下

民

虐

心
｀
匹
ｗ

か

よ

．天

欺
き

鯤
　
　
　
　

に
銘

じ
ヽ

町
民

総
参

加

に

よ

耶

顋

羂

昨

に

訃

礼
　

の

心

を

心
と

い
た

し

ま

し

て

愿

釁

膊

隔

～

？

″

注

ｔ

ｓ

剽

齟

憊

作

丿

皿
一

軋

卿
州
一
’

匹

応
・
？

応

え

ら

れ

る

よ

う

に

努

め

て

参
り

ま

す

０
　
レ
　
持
　
尋
も
心

四
Ｊ

ｔ

ｔ
一

援
ヽ
ご
協

力

を

お

願

い

申
し

上

げ
ま

す

と

と

も

に

、
町
吭
　

ヽ
’方

に
と

り

ま

し

て

も

健

康

で

幸

多

き

年

と

な

り

ま

す

よ

う

に

心

か

ら

お

祈

り

申

し

上

げ
ま

し

て

、
新

年

の

ご
挨

拶

と

い

た
し

ま

す

．



み
な
さ
ん
の
声
に
よ
る

町
づ
く
リ
の
た
め
に

町
政
懇
談
会
１

国
見
町
で

は
町
民
み

な
さ

ん
と
共

に

「
町
づ

く
り
」
を

進
め
る

た
め

、

毎
年
、
来

年
度
の
予

算
編
成
に

入
る

こ

の
時
期

に
町
政

懇
談
会
を

開
催
し

て

お
り
ま

す
。
今

年
は
十

一
月
十
六

日

か
ら
十

一
月
三

十
日
に

か
け

、
五

回
に

わ
た
り
皆

さ
ん
の

ご
意
見

・
ご

要
望

を
お
聞
か
せ

い
た
だ

き
ま
し

た
。

冨

永
町
長
は

懇
談
会
の

冒
頭

、
各

事
業

の
取
り

組
み

や
町

財
政
状
況

、

ま
た

、
地
区

ご
と
の
課

題
と
こ

れ
か

ら
の

対
応
策

を
説
明
し

、「
町
政

執
行

に

み

な

さ

ん

の

声

を

お

寄

せ

下

さ

い
」

と
あ
い

さ
つ
し
ま

し
た

。

町
で
は
町

民
総
参
加

に
よ

る
町
づ

く
り
を
進

め
、
そ
の

実
現
に

向
け
て

、

寄
せ

ら

れ
た
意
見

を
大
切

に
、
各
種

事
業
に
反

映
さ
せ

た
く
考
え
て

お

り

ま
す

。
今

月
は

、
大
枝

、
大
木
戸

、

小

坂
地
区

で
寄
せ

ら
れ
た

内
容

を
要

約
し
て

お
伝
え
し

ま
す

。

大

枝

地

区

十
一
月
十
六
日
東
部
高
齢
者
等
活

性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

安

心
で

快

適

な

町

づ

く

り
　

川
内
字
東
地
内
の
町
道
の
拡

幅
改
良
を
。

・
必
要
性
は
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
富
士
見
橋
架
け
替
え
な
ど

人
や
嘔
業
が
あ
り
、
時
間
を
く

だ
さ
い『・

牛
沢
川
と
孝
徳
水
路
の
改
修

を
。

・
県
で
砂
防
嘔
業
と
し
て
Ｌ
流

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
へ

は
要
望
し
て

い
ま
す
が
、
な
か

な
か
進
ま
な
い
状
況
で
す
。
孝

徳
水
路
も
併
せ
て
要

四望
し
て
い

き
ま
す
。

牛
沢
前
の
赤
道
確
保
に
つ

い

て
。

・
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て
、

竹
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

対
応
を
協
議
し
ま
す
。

牛
沢
川
の
川
底
整
理
と
倒
木

の
処
置
を
。

・
毎
年
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

県
道
か
ら
並
柳
集
落
へ
の
入

口
に
水
が
溜
ま
る
の
で
、
舗
装

し
て

く
だ

さ

い
。

・
現
地

を
兒

て

対
応
し

ま

す
。

中
部

地
区

の
町

道

改
良

の

早

期

実

施
を

。

・
引

き
続

き
Ｉ
．
期

の
．Ｌ
嘔

を

実

施
し

ま
す

。

県

道
国

見

五
十
沢

線

は
児

童

通
学

路
で

あ

り

、
危
険

な
の

で

、

歩
道

の

設
置

を

お
願

い
し

ま
す

。

・
以

前

か
ら

県
に

要
喫

し
て

い

ま

す
が

、
今

後
も

機
会

あ

る
毎

に

お
願

い
し

て

い
き

ま
す

。

川

内

に
通

じ

る
元

寺
線

側
溝



に
フ
タ
を
。

・
全
て
に
フ
タ
す
る
こ
と
は
雨

水
の
処
理
上
困
難
で
、
緊
急
性

の
あ
る
も
の
か
ら
対
応
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

仲
興
寺
後
ろ
の
耕
地
の
雨
水

処
理
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
相

談
す
る
の
で

、
町
で
も
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

・
協
力
し
ま
す
。

農
協
支
所
前
交
差
点
の
溜
め

マ
ス
の
フ
タ
が
壊
れ
て
い
ま
す
。

・
現
地
を
見
て
対
応
し
ま
す
。

富
士
見
橋
架
け
替
え
に
よ
り
、

取
付
け
道
路
の
法
面
な
ど
が
大

き
く
な
り
ま
す
が
、
除
草
等
の

処
理
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

・
地
元
に
お
願

い
出
来
れ
ぱ
と

思
い
ま
す
。

県
道
国
見
五
十
沢
線
か
ら
国

道
四
号
を
経
て
、
役
場
に
行
く

場
合
、
入
口
が
非
常
に
入
り
づ

ら
い
。

・
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
県

道
に
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

並
柳
地
内
の
消
火
栓
及
び
ホ

ー
ス
格
納
庫
を
移
設
で
き
な
い

か
。

・
先
ず
地
区
消
防
団
と
相
談
し

て
み

て

く
だ
さ

い
。

生
産
基
盤
の

整
備

Ｊ
Ａ
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
改
築

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

・
施
設
の
拡
大
で
な
く
更
新
の

た
め
、
袖
助
対
象
と
な
ら
な
い

の
で
、
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
全
体

で
施
設
計
画
を
見
直
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

富
士
見
橋
の
取
付
け
道
路
の

下
を
通
る
排
水
路
に
Ｕ
型
水
路

の
布
設
を
。

・
富
士
見
橋
工
事
完
了
後
で
な

い
と
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

行
政

一
般

大
枝
地
区

か
ら
森
江
野
幼
稚

園
へ
の
通
園
に
つ
い
て
、
保
護

者
が
自
家
用
車
で
送
迎
し
て

い

ま
す
。
来
年
以
降
の
対
応
は
。

・
保
護
者
の
方
々
の
意
向
に
よ

り
自
家
用
車
送
迎
に
な
っ
た
と

聞
い
て

い
ま
す
。
町
で
は
バ
ス

通
園
袖
助
を
実
施
し
て
お
り
、

希
望
さ
れ
る
場
合
は
助
成
の
対

応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
事
故

防
止
に
つ
い
て
は
日
頃
か
ら
お

願
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
屋
根
の
鳥

の
巣
駆
除
を
。

・
昨
年
も
実
施
し
て
お
り
、
対

応
し
ま
す
。
対
策
も
検
討
し
ま

す
。公

立
藤
田
病
院
の
バ
ス
、
川

内
地
区
へ
も
運
行
し
て
欲
し

い
。

・
す
ぐ
の
対
応
は
難
し
い
も
の

の
、
病
院
に
伝
え
て
お
き
ま
す
。

他
町
で
は
高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を

行
う
と
聞

き
ま
す
。
我
町
で
は
。

・
当
町
で
も
実
施
す
べ
く
、
必

嬰
な
経
費
を
措
置
し
、
約
四
千

円
の
う
ち
千
円
の
個
人
負
担
で

接
種
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

放
置
自
転
車
の
処
理
は
。

・
ま
ず
警
察
に
連
絡
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

大
木
戸
地
区

十
一
月
十

九
日
大
木
戸
ふ

れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催

安
心
で

快
適
な
町

づ
く
り

貝
田
片
住
地
内
の
砂
防
工
事

の
促
進
に
つ
い
て

。

・
県
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

貝
田
山
ノ
神
前
の
水
路
を
Ｕ

型
側
溝
へ
改
良
く
だ
さ
い
。

・
現
地
を
見
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

中
の
町
、
柿
場
地
内
の
国
道

四
号
横
断
施
設
の
整
備
に
つ

い

て
。

・
国
道
の
拡
幅
の
関
係
も
あ
り

ま
す
が
。
交
通
量
の
関
係
か
ら
、

信
号
等
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

貝
田
地
内
旧
四
号
の
舗
装
が

傷
ん
で

い
る
の
で
補
修
を
。

・
現
地
を
見
て
対
応
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
通
じ
る

高
速
道
路
に
沿
う
町
道
（
二
○

○
二
号
）
の
側
溝
に
フ
タ
を
し

て
安
全
確
保
を
。

・
現
地
を
兄
、
状
況
に
よ
り
現

物
支
給
で
対
応
し
ま
す
。

大
木
戸
地
区
か
ら
上
野
台
に

通
じ
る
町
道
一
一
一
号
の
拡
幅

を
再
度
要
望
し
ま
す
。

・
通
学
路
等
必
要
性
は
承
知
し

て

い
ま
す
が
、
財
政
面
か
ら
難

し
く
検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

牛
沢
川
河
床
の
整
備
を
お
願

い
し
ま
す
。
上
流
整
備
に
よ
り

大
雨
時
の
増
水
で
荒
れ
て
い
ま

す
。

・
春
に
も
県
に
要
望
し
て
お
り
、

機
会
あ
る
毎
に
話
し
ま
す
。

高
城
宮
前
地
内
町
道
四
〇
三

九
号
の
舗
装
を
。

・
必
要
性
は
わ
か
り
ま
す
が
、

砂
利
道
を
全
て
舗
装
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。



高
城
か
ら
国
見
製
菓
前
を
通

り
小
学
校
に
通
じ
る
町
道
一
一

二
号
の
拡
幅
改
良
を
。

・
大
型
の
工
事
と
な
り
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
逐
次
整
備
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

一

匸
一
号
宮
原
地
内
の
水
溜

り
解
消
に
つ
い
て
。

・
資
材
交
付
に
よ
り
対
応
す
る

よ
う
手
配
済
み
で
す
。

山
根
地
内
旧

四
号
（
町
道
一

一
〇
号
）
が
傷
ん
で
お
り
、
路

面
補
修
を
。

・
昨
年
も
一
部
実
施
し
て
お
り
、

予
算
の
範
囲
内
で
今
年
も
実
施

し
ま
す
。

県
道
大
枝
貝
田
線
光
明
寺
滝

沢
地
区
の
急
カ
ー
ブ
の
改
良
に

つ

い
て
。

・
以
前
か
ら
の
要
望
で
県
に
は

伝
え
て
あ
り
ま
す
が
、
実
施
に

い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

牛
沢
川
に
取
水
枡
を
設
置
し
、

防
火
用
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
。

・
工
事
実
施
前
に
県
に
要
望
し

て
み
ま
す
。

山
根
地
内
国
道
四
号
と
旧
四

号
の
取
付
け
道
路
の
雑
木
伐
採

に
つ
い
て
。

・
現
地
を
見
て
対
応
し
ま
す
。

光
明
寺
沼
地
内
に
防
火
水
槽

を
設
置
く
だ
さ
い
。
貝
田
地
区

消
火
栓
格
納
施
設
の
移
設
を
。

・
防
火
水
槽
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
消
防
施
設
整
備
検
討
会
に

諮
っ
て
お
り
、
移
設
や
管
理
も

含
め
。
地
元
消
防
団
と
相
談
く

だ
さ
い
。

生
産
基
盤
の
整
備

杉
の
内
地
内
の
農
道
・
水
路

の
整
備
。
及
び
柿
場
地
内
の
農

道
拡
幅
を
願
い
ま
す
。

・
県
採
択
枠
が
減
っ
て
お
り
、

時
間
を
要
し
ま
す
。

農
道
の
舗
装
を
し
た

い
の
で

資
材
の
交
付
を
願

い
ま
す
。

・
申
甜
に
よ
り
検
討
い
た
し
ま

す
。大

木
戸
舘
地
内
（
四
〇
六
〇

号
及
び
四
〇
六
六
号
）
と
高
城

山
居

か
ら
大
正

寺
線
（
四
〇
二

四
号
）
の
拡
幅
改
良
を
。

・
ふ
る
さ
と
農
道
と
し
て
起
債

事
業
で
検
討
し
て
お
り
、
国
・

県
へ
お
噸
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

湧
水
溜
池
の
改
修
工
事
を
。

・
新
溜
の
改
修
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
採
択
枠
も
あ
リ
時
間
を

要
し
ま
す
。

大
木
戸
赤
坂
山
地
内
の
町
道

四
〇
四
七
号
の
側
溝
を
断
面
の

大

き
な
も
の
へ
布
設
替
え
を
。

・
素
堀
の
も
の
を
優
先
す
る
こ

と
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

阿
津
賀
志
林
道
の
武
士
沢
川

に
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
。

・
現
地
を
兄
て
検
討
し
ま
す
。

行
政
一
般

イ
チ
ョ
ウ
の
木
で
日
陰
に
な

り
米
作
が
減
収
に
な
り
困
っ
て

い
る
の
で
、
伐
倒
し
て
欲
し
い
。

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か
。

日
険
の
減
収
分
を
減
反
の
対
象

に
み
て
ほ
し
い
。

・
所
有
者
の
本
人
の
了
承
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

文
化
財
の
指
定
に
は
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
転
作
の
対

象
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
木
戸
地
内
に
防
犯
灯
二
基

の
設
置
を
。
ま
た
、
山
根
、
貝

田
地
内
に
あ
る
防
犯
灯
に
つ
い

て
は
よ
り
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、

設
置
場
所
を
移
設
く
だ
さ
い
。

・
新
設
二
基
に
つ
い
て
は
現
地

を
確
認
の
上
検
討
し
ま
す
。
移

設
に
つ
い
て
も
現
地
を
確
認
し

効
果
的
な
活
用
が
図
れ
る
よ
う

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

貝
田
駅
駐
輪
所
の
新
設
を
。

・
壊
れ
た
駐
輪
所
は
撤
去
し
。

現
在
、
設
置
の
準
備
を
す
す
め

て
お
り
ま
す
。

渇
水
対
策
施
設
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
管
理
道
路
の
敷
砂
利
を
お

願

い
し
ま
す
。

・
現
地
を
見
て
対
応
し
ま
す
。

大
木
戸
字
北
久
保
地
内
の
国

土
調
査
の
赤
道
境
界
杭
が
抜
か

れ
て

い
る
。

・
故
意
に
抜
く
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
原
囚
者

へ
復
元
を
進
め
ま
す
。



小

坂

地

区

十
一
月
二
十
日

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催

安
心
で
快
適
な
町
づ
く
り

泉
田
寺
前
地
内
町
道
一
〇
四

六
号
改
良
促
進
に
つ
い
て
。

・
仕
上
げ
が
必
要
だ
と
思

い
ま

す
が
、
資
金
的
な
こ
と
も
あ
り
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

進
め
ま
す
。
ご
理
解
願
い
ま
す
。

町
道
一
〇
三
号
小
坂
集
会
所

前
の
拡
幅
改
良
に
つ
い
て
。

・
財
政
的
に
も
厳
し
く
な
っ
て

お
り
、
緊
急
性
、
必
要
度
合
、

嘔
業
効
果
な
ど
勘
案
し
て
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
協

力
が
い
た
だ
け
る
こ
と
が
前
提

で
、
協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
体

制
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
道
白
石
国
見
線
の
側
溝
フ

タ
架
け
工
事
の
残
り
部
分
は
。

・
県
で
は
今
年
度
継
続
し
て
行

い
近
く
発

注
の
見
込
み
で
す
が
。

何
処
ま
で
実
施
す
る
か
は
未
定

で
す
。

内
谷
か
ら
鳥
取
に
通
じ
る
小

山
崎
地
内
の

Ｉ
〇

匸
二
号
の
舗

装
に
つ
い
て
。

・
今
回
ほ
場
整
備
で
再
整
備
を

し
た
も
の
で
、
ほ
場
整
伽
地
区

全
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
と
な

り
、
時
間
を
要
し
ま
す
。

ほ
場
整
備
関
連
の
水
路
の
末

端
、
前
田
地
内
で
大
雨
時
水
が

溢
れ
ま
す
。
水
路
整
備
と
と
も

に
県
道
側
溝
も
大
き
な
断
面
の

も
の
に
入
れ
替
え
く
だ
さ
い
。

・
現
地
を
見
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

県
道
に
つ
い
て
は
要
望
し
て
み

ま
す
が
、
難
し

い
と
思
わ
れ
ま

す
。
上
流
の
分
水
す
る
施
設
で

調
整
も
お
願
い
し
ま
す
。

新
幹
線
及
び
高
速
道
側
道
町

境
ま
で
の
舗
装
を
。

・
桑
折
町
と
の
関
連
も
あ
り
、

対
応
は
難
し

い
状
況
で
す
。

国
見
－

Ｃ
の
地
下
歩
道
雷
が

吹
き
込
む
の
で
何
か
対
応
を
。

・
県
に
お
願

い
し
ま
す
。

内
谷
東
か
ら
鳥
取
内
谷
防
災

セ
ン
タ
ー
に
通
じ
る
道
路
の
整

備
を
お
願
し
ま
す
。

・
内
容
は
充
分
に
承
知
し
て

い

ま
す
が
、
財
政
而
や
町
全
休
の

な
か
で
検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

生
産
基
盤
の

整
備

鳥
取
一
ノ
関
水
路
へ
ｕ

型
水

路
の
布
設

を
。

・
今
年
度
中
に
着
手
し
ま
す
。

小
坂
小
裏
の
学
校
田
に
通
じ

る
水
路
の
整
備
を
。

・
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
。

現
地
を
調
べ
ま
す
。

ほ
場
整
備
事
業
の
進
行
状
況

は
（
遅
れ
て

い
る
の
で
は
）
。

・
工
事
に
つ
い
て
は
今
年
度
で

終
ｒ

し
ま
す
。
確
定
測
量
を
実

施
し
て
お
り
、
配

分
率
は
八
九

％
の
見
込
で
す
。
十
五
年
三
月

の
換
地
配
分
に
む
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

行
政
一
般

鳥
取
林
道
の
所
有
権
移
転
登

記
を
。

・
国
上
調
査
終
ｆ
後
早
急
に
す

す
め
ま
す
。

国
見
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
中
央

部
は
街
灯
が
無
く
、
夜
暗
く
危

険
な
の
で
計
画
的
に
対
応
を
。

ま
た
、
幹
線
道
の
ソ

ー
ラ
ー
式

電
灯
の
消
灯

が
早
い
の
で
は
。

・
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
整
備

す
る
よ
う
検
討
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ソ
ー
ラ
ー
式
電
灯
は
、

バ
ッ
テ
リ
ー
の
関
係
か
ら
、
点

灯

か
ら
四
時
間
で
消
灯
と
な
り

ま
す
。

ほ
場
整
備
工
事
終
了
に
よ
り
、

計
画
的
な
防
犯
灯
の
整
備
を
。

・
危
険
性
・
緊
急
性
の
あ
る
箇

所
か
ら
設
置
を
進
め
て
お
り
、

現
在
ま
で
も
何
簡
所
か
設
置
し

て
い
ま
す
。
今
後
現
地
を
確
認

し
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

泉
田
下
集
会
所
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
十
四
年
度
の
補
助
事

業
の
採
択
へ
む
け
て
お
願

い
し

て

い
ま
す
。
是
非
建
設
で
き
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
県
へ
強
く
要
望
し
ま
す
。

町
村
合
併
に
つ
い
て
。
仮
に

反
対
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
の

か
。

・
合
併
を
含
め
広
域
行
政
に
つ

い
て
、
伊
達
町
村
会
に
広
域
行

政
推
進
調
介
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
国
よ
り
交
付
さ
れ
る
普
通

交
付
税
は
町
の
重
要
な
財
源
で
、

こ
れ
ゆ
え
全
国
ど
こ
で
も
同
程

度
の
水
準
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

国
の
財
政
難
に
よ
り
、
交
付
税

総
額
も
減
額
さ
れ
て
お
り
、
今

後
住
民
の
人
数
に
よ
る
交
付
税

の
配
分
が
進
め
ば
、
小
さ
い
町

ほ
ど
財
政
面
で
苦
し
く
な
る
と

い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

身
障
者
等
の
医
療
費
補
助
申

請
を
、
各
病
院
か
ら
直
接
役
場

に
申
請
で

き
る
よ
う
に
願
い
た

い
。

・
藤
田
病
院
か
ら
便
宜
上
対
応

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
の
病
院
、

医
院
等
で
は
そ
れ
ぞ
れ
限
界
が

あ
り
、
現
行
で
ご
理
解
く
だ
さ



水田農業の確立へ

平成14年度生産調整配分率 36.6%
「水Ⅲ 農業経営確 立対策」 により生産調整 が実施され

て い ます が、平成14 年度県 から配 分された 生産調整Ｈ

噤而積 は、平成13 年度と同面 禎で ある218.3514ha  (かい

廃面積除く）となっております。また、これと合わせて、

米の 作付面積 に関す るガ イド ラ インに ついて も示 され

ており ます｡

こ れを受 け 、去る12 月27H に国 兄町 水田 農業推進協

議会 を開催し 、平成14 年度の 基本方針 、及び各ａ 案 者

への個人配分平 36.6 %等につい て決定 されまし た。

現在 、各集落 での説明 会を開 催するとと もに、農家

の み なさまへ 「平 成14 年度生産調 整実施計 画古」の作

成をお 願いし てい るところです。

農家 のみなさまにとって、36.6 %の 帖作は 大変厳しい

ものであり ます が、生産馴 整目 標而積の達成に向け 、

ご理 解とご 協力をお顧いいたします､I，

平成14年度とも 補償について
水田 農業経 営確 立対吸におけ る助成 制度は、 扣 こ①

経営確 莚助成②とも補償③県・町 叭刻勍 成の3段堵からなっ

てい ます、ここ では助 成制度の中 心と なる、とも 補償

制度について兒てみます、

I.全国とも補償について

水稲作f,j･肉積に対し。10a

 当たり4.0 円を拠

出 い ただ きま す。 こ

れと国の助成により。

米の 計 叫的 生産 を 実

施 し た 生 産 占に 、 石

の 交け 基準 に よ り 交

付 され ます 、

とも 補償交付 基準(  1 Oa.当たり)

すl鈿対象作物 �盒Ｉとb補●�齢ｇ画瀘鯲箘

一般作物(貴､大l●)�20.0CX)円 �a00(鋼
特例作物(・ｌ専) �10,00a9�ａ(ＸＸ祠

永年性作碕(員枷粋)�10,00a9�3ぶXX吶
禀戝彫成裨水田 �10,CXχ吶 �3 , ｰ
講雙水田 �8. 円 �3.

１己Ci全竃瑁 �3.333 円

Ⅱ,地域とも補償

国見町において、右達成者との不公ｆ 足正、目標而
栖達成のため。地域とも補償に取り組みます。
未達成面積割 30 , Ⅸ円ﾊ Oaを拠出いただきます。

※経営確立助成は、団地化・担い手農家への集積な
どの条件により、作物により交付されるものです。
緊急拡大分に対する助成、県・町単独事業その他稲
作経営安定対策等についての詳しい内容はお問い合
わせください。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
営
農
セ
ン
タ
ー

酋
５
８
５
－

２
６
６
０

国
見
町
役
場
農
林
課

霖
５
８
５
－

２
９
８
６

平成14年度農家別目標面積
14 年度の生 産調整農家 別目標面 袖は 、固定 資

産台帳による 水出面積の畦畔 分を除いた而積（水

張 り面 積）に 、･ 仲配 分(  36.6 % ) に より算出

します､（ヽF成13年度と|司様）

生産調整

目標面積

水 田( 水・りl

面積
3６.６％

( 従来分十累急鑑大分)

＊加工用米数量の配分について

生産調整の･ 態 様で ある加E 用米につ いても
配 分し 、収り組 みをお 顧いし ます。加 工川米の

換算は 、1 袋(  30  ) あたり0.58a となり ます。

（転 作面積で日 標達成す る場合は 、加 工米の収

り組みはしないことも出来ます｡ ）

平成13 年度の実施状況について

平成13 年 度の 水Ⅲ 農 業経 営確 立対 策に つい

ては 、226.05h aの 生産調整日標而 碵に対し、町

全 休で 月標を達 成す ること がで き．特に 、振

興 作物で ある 麦・ 大牋等の 作阡拡 大及び 米樹

の定着が図られ

ました。ご協力
をいただきまし

た農家の方々に
対し、感謝申し

上げます。

( 単位: ｈａ)

柴●●曁配分面爾(Ａ) 226.05

控除(H  ー1までの改庚)面励 7.70

生雇賁螯を鑾する面積(A-B) 21 日 .35

生糜霹警貫施面爾(Ｃ) 219.48

生産屑堅実籌串(C/A?B)I  ー00.5 %

平成13 年度生産調整緊急拡大分(  12.1 1 ha)
に係る助成金の取り扱いについて

生産調整緊急拡 人分達成に対する助成金として。ﾄ記゙の2稙畩が交
付されるｆ定です。

①水田作付体系転換緊急推進事業(国庫補助金)
補助金交付見込額　1  .063.150 円

②地域水田ａ 業経営確立支援事業(県補助金)
補助金交付見込額　605.5 円

補助 金の収扱いについては､岡 兄町 水田 腿 業推 進協議 会において

協議した結 米.生産 調整目 標而 柚(肥 分率36.6 % )を達成したゐ'の超

過 而積に対し.交付することとします バ10a'りたり約 4.3 側川の 見込 み)

生産調竪実施
面積(Ｃ)の内訳



藤
田
駅
周
辺
整
備
へ
向
け

懇
談
会
発
足

藤
田

駅
の

周

辺
整
備

の

た
め

の

、
藤

田
駅

周

辺
整
備

懇

談
会

が
十

二

月
二

十
五

日
発

足
し

、

第

。
回

懇
談

会

が
開
催

さ

れ
ま

し

た
。

こ
れ

ま
で

、
狭

い

道
路

や
朝

夕

通
勤

通
学

時
の

送

迎
車

の
混

雑

な
ど

、
整

備
改

善

が
求

め

ら
れ

て

い
た

も
の
で

、
町

の

玄

関
づ

く
り

が
進

め
ら

れ

ま
す
。

会

議

の
冒

頭

、
冨
永

町
長

は

『
な

か

な
か

着
手

で
き

な

か
っ

た
人

き

な
課
題

、

皆
さ

ん
の

意

見

に
よ

り
交

通
拠

点
の

整
備

を

進
め

た

い
。
』
と
挨

拶
、
二
十
一
。

名
の

委

員
に

委
嘱

状
が

交
付

さ

れ
、

会
長

に
佐

藤

忠
美
町

議

会

議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
「
将
来
を
見
据
え

な
が
ら
考
え
よ
う
」
と
の
提
言

を
う
け
整
備
を
目
指
す
こ
と
を

確
認
、
停
車
帯
や
ア
ク
セ
ス
道

路
な
ど
具
体
的
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
先
進
的
な
駅

前
整
備
箇
所
の
調
査
も
含
め
、

具
体
案
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

役割を終えて解散

国見町うつくしま未来博推進協議会

昨 年夏に 開催さ れ た「う つくし ま未来 博」

を支え た 。国見町 うつくし ま未来 博推 進協

議会 が12 月25日 解散総 会を 閧き､ 事 業概要･

決算を 報告､ 事業終了 に 伴い解 散を 決議､ ３

年にお よぶ 活動を 締めくく り まし た。

同協 議会は 、未 来博 会場 での夢 音頭 。内

谷太々 神楽 の実演な ど 、未来 博事業 推 進の

‐ 翼を 担い まし た 。

未来 博の 前 売 入 場 券は 町 全 体 で2 , 7 刀枚

が販売さ れ 、当日 券他団 体 での販売 も 含め

町 民の ３人 に１人 が見学し たと 見 込ま れま

す。会 場への バス 借り上げ 等を助 成する 県

補助参 加推 進事業 では44団 体(  1 , 726名）利

用し たこ となど が 報告さ れ まし た。 同 協議

会 の ３年 間 の 事業 費 累 計 は1,498 万 円 に お

よ び､ 県委託 金の ほか町 からは682 万 円 が支

出さ れ まし た。

事
業
の
成
果
・
決
算
を
報
告

国
見
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

十
一
一
月
二
十
五
日
開
催
の
国

見
町
ま
ち
づ
く
リ
推
進
協
議
会

に
お
い
て
、
本
年
度
事
業
の
成

果
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

協
賛
金
を
盛
り
込
ん
だ
決
算
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
で
は
、
実
行
委
員

会
を
組
織
、
武
者
行
列
の
充
実

を
図
っ
た
「
義
経
ま
つ
り
」
や

三
県
国
見
町
物
的
交
流
と
し
て

取
り
組
ま

れ
た
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
な

ど
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
に
お
い
て
は
、
町
内
各

皀
帯
よ
リ
三
〇
二
九
冂
（
一
口

五
百
円
）
、六
十
三
唄
業
所
か
ら

協
賛
が
寄
せ
ら
れ
、
収
人
合
計

で
六
六
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
義
経
ま
つ
り
や
盆
踊

り
な
ど
へ
五
七
九
万
円
が
助
成

さ
れ
ま
し
た
。
差
引
き
額
八
三

万
円
の
う
ち
七
〇
万
円
に
つ
い

て
は
準
備
金
と
し
て
秋
み
立
て

す
る
こ
と
を
決
定
、
決
算
が
承

Ｊ

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
が
議
越
と

さ
れ
、
義
経
ま
つ
り
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
ま
た
、

産
業
全
体
を
包
括
し
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
し
閉
会
し

ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
賛
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平 成13年 度国見町まちづくり
推進協議会収支決算書

収入の部 甲皿 円

科 目 �収入済額 � 備 考

１棚助金 �3.  网 .〔XX} �町裲助金
２協賛金 �2.591.260

商工会 �150.(X)0

伊達みらい �1 叨.(XX〕

町内各世帯 �1.514. �町内§世帯3.0 口

吝事業所 �777,(XX〕�町内63事業所

３雑入 �2.  7 �遊具使用料等　　 ｜

４繰越金 �7  圏 .191�嗣年度縵包金

合 計 �6､631.?08

支出の邵 啝位 日

科 目 �支出済頡 � 備 考

１曩経まつり �4､32 , 3 �9 / 閲催

２盆踊り �5(X〕,0(X)�8/4開催
３ＪＡまつり �3a 〕.0(X〕�1 ﾚ 旧 い開催

合 計 �5,792.933

準備金 �7(X).CKX)
収支渟引きから準備金を差し引いた1  .7  1円は

翌年度に緩り越し



ごみにしないでリサイクルを

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
毎
年
増
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
不
要
に
な
っ
た
も
の
も
ご

み
に
し
な

い
で
再
利
川
す
る
時
代
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
「
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
」
や
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
も
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
消
費
者

一
人
ひ
と
り
が
資
源
を
た
い
せ

つ
に
す
る
気
持
ち

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

国
見
町
で
は
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
早
く
か
ら

取
り
組
ん
で
お
り
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協

力
に
よ
り
。
下
表
の
と
お
り
、
郡
内
で
は
優
秀
な

結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
状
況
を

高
め
、
次
の
収
集
方
法
（
各
事
業
）
を
活
用
し
、

リ
サ
イ
ク
ル

の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
資
源
回
収
団
体
報
奨
金
交
付
事
業

町
内
会
や
子
供
会
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行

っ
た
団
体
に
対
し
リ
サ
イ
ク
ル

品
一
見
当
り
五
円

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

・
空
き
缶
回
収
事
業

リ
サ
イ
ク
ル
と
空
き
缶
散
乱
防
止
の
意
識
の
高

揚
を
目
的
に
「
く
う
か
ん
鳥
」
を
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
の
体
育
館
前
に
般
置
し
て
い
ま
す
。
空
き
缶

を
入
れ
る
ご
と
に
出
る
引
換
券
を
集
め
る
と
文
具
等

と
交
換
し
ま
す
。

・
生
ご
み
処
理
容
器
設
置
費
補
助
事
業

台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
コ
ン
ポ
ス

タ
ー
の
購
入
費
の

。
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

識別マーク

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
回
収
方
法
は
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１人当りの年間リサイクル量 １人当りのごみの年間排出量
[  厳 1  2年度 衛竺処理岨ａの資矛１ 収●｀1 ( 平卮1 ？年度 衛生処理絎合への搬出 ●)

【問い 合 わせ先 】

住民課 生活環境係

7?585  ー211

町
営
住
宅
完
成
間
近
か

町

が
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に

建

設
を
進
め
て
い

る
町
営
住

宅

の

本
体
工

事
が
完
成
近

づ
き

、

四
月
か
ら
入
居

い
た
だ
け

る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
国
の
柿
助

を
受

け

て
『

県
北
地
方
は
も
と
よ

り

県
内

町
村
で
初
め
て
の
高
齢

者

を
対
象
と
し

た
住
宅
（

シ
ル

バ

ー
（

ウ
ジ

ン
グ
）
で

す
。
一
階

部

分
に
シ
ル

バ
ー
住
宅
が
四
戸
で

、

団
ら
ん
室
を
設
け
階
段
も

ス
ロ

ー
プ
入
口
な
ど
段
差
の
な

い
バ

リ
ア

フ
リ
ー
化
し

た
住
宅
と

な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
万
一
の

た

め
の
緊
急
通
信
シ
ス
テ

ム
が
完

備

さ
れ
、
お
年
寄
り
や
障
害

を

持

っ
た
人
に
も
、
安
心
で
や

さ

し
い
住
宅
と

な
っ
て

い
ま
す
。

一
階
に
は

シ
ル

バ
ー
住
宅
二

Ｄ
Ｋ
（
和
室
ニ

ー
ダ
イ

ニ
ン
グ

）

が
四
戸
、
二
階

は
一
般

住
宅
で

二
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（

和
室
『

洋
室
『

ダ
イ
ニ
ン
グ

と
リ
ビ

ン
グ
』
が

三
戸
、
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
和
室
一
、

洋
室
二
、
ダ

イ
ニ
ン

グ
と
リ
ビ

ン
グ
）
が

二
戸
で

、
三
階
は
同

様
の
間
取
り
で

五
戸
、
合
計
十

四
世
帯
が
入

居
で
き

ま
す
。

こ
の
ほ
か

世
帯
ご
と
の
物
置
、

駐
車
場
、
共

同
利

用
の
駐
輪
場

も
備
え
て

い
ま
す
。

入
居
資
格

、
家
賃
な
ど
の
募

集
要
項
に

つ
い
て
は

現
在
調
整

中
で
、
二
月
中

旬
ま
で
に
か

い

ら
ん
で
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ

い

た
し
ま
す
。

モダンな外観を現し、完成間近

な町営住宅(国見ニュータウン内)

３階建て全14戸が入居可能で､4月

入居に向け募集が始まり ます。

１階　高齢者向け住宅　４戸

２階　一般住宅　５戸

３階　一般住宅　５戸

【問い 合わ せ】

建設課維持管理係

??585 ｰ 2972



成
人
お
め
で
と
う

将
来
を
担
う
み
な
さ
ん
の

ご
活
躍
を

期
待
申

し
上

げ
ま

す
。

平

成

卜

四
年

国
見

町
成

人
式

が

一
月

卜

ご
。日

挙
行

さ

れ
、

匸

一
七

名

の
若
人

が

新
た

に
大

人

の
仲

間
入

り

を
し

ま
し

た

。
会

場

の
観
月

台

文
化

セ
ン

タ

ー
に

は
。

振
袖

や

紋
付

袴

、
ス

ー
ツ

に

着
飾

っ
た

新

成
人

が
集

い
ま

し

た
。

式
で

は
冨

永
町

長

が

Ｉ．
新
世

紀
を

批

う
皆

さ

ん
が

、
社

会

の
一

員

と
し
て

。

自
覚

と
研

鑚
に

よ

り
ご

活
躍

す

る
こ

と

を
期

待
し

ま
す

。
」
と

式

辞
を

述

べ
、
代

衣
行

へ

成
人

証

占

を
授
７

し

ま
し

た

。
新

成
人

を
代

表
し

木

村
祐
ｒ

さ
ん

（
川

内

）
が

「
困

難

を
恐

れ
ず

壁
を

乗

り
越

え

、
常

に
向

上
心

を

持
っ

て
物

傴

に
挑

戦
し

て

い
き
た

い

。
」
と

誓

い
を

述

べ
ま
し

た

。
式

終

了
後

、
記

念
パ

ー
テ

ィ

が
開

か
れ

、

久
し

振

り
の
再

会

を
喜

び

、
吁

い
の

成
長

を

祝

い
ま
し

た

。

成人式を迎えて
古内賢一郎さん

20  歳になり 、今日 、成人式を迎えま

す。 今思うと今日という日は長いよう

で以外に早く訪 れたなと思う 。でも、

成人式を迎え20 織になったからといっ

て も 、中身は何も変わっていな いと思

う 。

成人式を迎えたこの日から責任をも

てと言われ ても 、中々も てるものでは

な いだろうと思う。でも 、成人式とゆ

う 節目を一応 、迎えたのだから自分白

身 を 、無理に変えるのではなく 、あせ'

ら ずじ っく り 、少し ずつ でも大人に向

けて 自分を変えて行こうと思う。

。 最後に 、こ れから先どんな人生が待

っ ているのかわから､ないけれど 、前向1

きに 生きて行きたいと鷽います。　 ｊ

(Ｔ 邵省略λ

国見町

消肪回出初式
年頭に一層の精励を誓う

新
存
恒
例
の
国
見
町
消
防
団
出
初
式
が
一
月
四
日
。

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
９
２
３
で
行
わ
れ
、
消
防
防
災
活

助
へ
の
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
匸
ヅ
し
名
及
び
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
ニ

う
名

が
整
列
、
通
常
点
検
、
車
両
点
検
の
あ
と
罵
永
町
艮
が

「
災
害
も
複
雑
・
多
様
化
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
口
頃
か
ら
の
防
災
精
神
の
も
と
に
、

災
害
の
無
い
よ

い
年
と
な

る
よ
う

祈
り
ま
す
ご

と
述
べ
、
佐
藤
忠
美

議
艮
も
「
身
を
挺
し
任
務
を
遂
行
す

る
崇
高
な
る
理
念
の
も
と
、
災
害
に

強
い
町
づ
く
り
の
た
め
尽
力
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
橋
力
消
防
団
長
は
「
新

年
に
あ
た
り
消
防
・
防
災
活
助
ヘ

ー

層
精
進
し
て
参
り
ま
す
ご

と
哲
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

積雪のなか行われた車両点検



12月の

グラビア

明
る
い
年
の
瀬
を

ひ
と
り

暮
ら
し

高
齢
者
慰
安
会

楽
し
い

年
の

瀬
を
過
ご
し
て

も
ら
お
う
と

、
1
2月
2
7日

ひ
と

り
暮
ら
し

高
齢

者
慰
安
会
が
観

月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
聞
か
れ

ま
し
た

。
町

社
会
福
祉
協
議
会

と
町

赤
十
字
奉
仕
団

が
主
催
し

た
も
の
で

。
7
1歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら

し
の

高
齢
者
１
０
５

名

が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
藤
田
保

育
所
の
園
児

も
参
加
し

、
お
年

寄
り
に
可

愛
ら
し
い
歌
や
遊
戯

を
披
露
、
こ
の
日
の
た
め
に
導

備
し
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
手
渡
し

ま
し
た
。
つ

き
た
て
の
餅
を
囲

ん
で
会
食
会
が
開

か
れ

、
孫
の

よ
う
な
園
児
と

楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過

し
ま
し
た
。
早

朝
よ
り

奉
仕
団
の
方
々

が
お
せ
ち
料
理

の
調
理
や
も
ち
つ
き

を
し
準
備

を
行
い
、
お
せ

ち
料
理
は
釆
場

で
き
な
か
っ
た
方
へ

も
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

石原晃雲さん感謝状

こ

れ
ま
で
町
に
多
く
の
作
品
を
寄

贈
く
だ

さ
っ
た

、
日
本
美
術
会
委
員
、

日
本
画

家
・
石
原
晃
雲
さ
ん
（
錦

町
）

へ
感

謝
状
と
金

一
封
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
昨
年
４
月
に
は
５

点
の

絵
画
を
寄
贈
。
町
内
各

施
設
に
掲
げ

ら

れ
。
町

民
の
皆

さ
ん
に
鑑
賞
頂
い

て

い
ま
す
。

わ
ら
細
工
に
挑
戦

小
坂
小
学
校

小坂小学校ではこれ まで進めてきた米

づく りの 締めく くりとし て｡12 月18日 稲

わら 細工に 取り組 みまし た。児童らは 地

区の 老人 から わらの絢い方を教わリ 、新

年を迎えるし め縄づく りに挑戦し まし た。

簡単そうに見える絢う作業も 、実際やっ

てみるとな かな か難しく 。悪戦苦闘 の末 。

形は 様々な がら子どもたち手づくりのし

め縄 を作り 上げまし た。

消防団救命講習会
国見旺!l消防団 では.12 月２日森江野

网民セン ターにおいて救命講習会を開

催 ．伊達地方消防組合西分署の指導の

もと 、心肺蘇生法の基本理論や心臓マ

ッサージ 、人工呼吸法など を学びまし

た．消防団 では定期的に救命講習会を

開 催し ており、

消 防 防災 活動

や日 常活 動 で

の､ 万が一の眄

への 対 応を す

すめてい ます。

地域の福祉に役立てて Ａコ ープ国 見店

Ａ
コ

ー
プ
国
見
店
で
は

。「
地

域
の
福
祉
に

役
立
て
て
」
と
昨

年
に
引

き
続
き
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
1
0万
円
を
寄
附
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た

店
舗
展

開
を
図
っ
て
い
る
Ａ
コ

ー
プ
で

は
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー

セ

ー
ル

を
開
催
、
そ
の
収
益
金

を
真
城
宏
安
ジ
ェ
イ
エ
イ
福
島

食
品

福
島
営
業
所
長
と
郡
司
敦

国
見

店
長
が
届
け
て

く
だ
さ
い

ま
し
た
。



完納で 豊かなくらし

笑顔の毎日
税に閧するコンクール
標語の部最優秀賞
県北中 佐野由香里さん

税
の
申
告
お
忘
れ
な
く
！

申
告
相
談
は
２
月
1
8日
～
３
月
1
5日

国
見
町
で
は
、
二
月
十
八
日
か
ら
三
月

十
五
日

ま
で
の
日
程
で

、
町
県
民
税
・
所

得
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す

。

こ
の
申
告
は
、
昨
年

一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ

く
も
の

で
、
平
成
十
四
年
度
の
町

県
民

税
や
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
の
基

礎
と
な
り

ま
す
。

申
告
相

談
に
は

、
必
要

な
書
類
を
持
参

し
て

、
申

告
者
本
人

が
お
い
で

く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

【
所
得

、

経
費

関

係
の

書
類

】

①
農
業
を
さ
れ
て
い
る
方

◆
農
産
物
の
収
人
金
の
証
明

書
な
ど
一
年
間
の
収
入
の
わ
か

る
も
の
◆
水
稲
、
果
樹
な
ど
の

受
取
共
済
金
明
細
一

ま
た
は
支

払
共
済
金
の
領
収
書
◆
大
農
具

等
を
平
成
卜
三
年
中
に
購
入
さ

れ
た
方
は
、
そ
の
領
収
書
◆
雇

人

及
び
作

業

委
託

が

あ
る
場

合

は

、
そ
の

領

収
書

（
Ｊ

Ａ
の

ラ

イ

ス
セ

ン
タ

ー
、

育
苗

セ

ン
タ

ー

も
必

要
）

②

営
業

（
商

売
等

）

を
さ

れ
て

い
る

方
は

、
売

上

げ
、

仕
入

れ
、

経
費

等
の

諸
帳

簿

③

土
地

、
建

物
等

の

譲
渡

が

あ

る
方

は
、

売
買

契

約
書

ま
た

は
買

取
証

明
祁

等

④

給
与

や
パ

ー
ト

等

及

び
年

金

受
給

者

の
方

は
、

源
泉

徴

収

票
ま

た
は

支

払
証

明
書

等

【
控
除

関

係
書

類

（
所

得
か

ら

差

し
引

か

れ
る

も
の

）
】

①
生
命

保

険

料
、
個

人

年
金

保

険
料
（
十
年
以
上
の
掛
け
金
）

の
支
払
い
証
明
書

②
建
物
共
済
及
び
火
災
保
険
料

等
の
損
害
保
険
料
の
支
払
い

証
明
書

③
医
療

費
控
除

を
受
け

る
方

（
支
払
っ
た
医
療
費
が
十
万

円
ま
た
は
所
得
の
五
％

を
超

え
た
場
合
）
は
そ
の
領
収
卉
、

及
び
介
護
保
険
制
度
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
た

方
は
そ
の
利
用
料
等
の
領
収

沓
④
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る

書
類

申告相談日程

受付月日 �　
町 内 会 名(

午鷸9畤からｎ時X}分まで) �　

町 内 会 名(
午霞1畤から午後4肘まで}

２月18日(月)�小坂・太田川 �的田・泉川上

日 (火)�泉田中、泉ｍ下 �鳥取

21)日(水)�内谷西・内谷東 �飯橋

日 (.木)�貝田北 �只田甫

22日(金)�大木戸 �高城

25日(月)�山根 �光明寺

26日(火)�鶉町．上野、沌山 �滌宗山西・柬・北．大坂

27日(水)�
山崎北．小林．山叫館、
山崎宵舘 �

山崎小舘、宮前．
山崎耕谷．山崎択田

28日(木)�石毋附東 �石母田表、石毋田北

３月１日(金)�石毋川原 �石母田西

４日(月)�取前・錦町・本町 �大町南、大町北

５日(火)�宮
町南・藤田光陽．

宮町北・藤田宮前 �
宮東．町柬

６日(水)�原町・築館 �徙柳・北部

７日(木)�中部 �川内

８日(金)�ai ﾁ狐1 �森ⅱ  ー第 2

11日(月)�廠江野卵3 �森ilJF第４

12日(火)�徳江北 �森江野第７

13 日 (水)�森江野第8 �森江野第９

14日(木)�森江野第10・|| �森江野第12

15日(金)� 指 定 な し

※会場は役 鳩第 １会議窒(２階)です。

※税務 署で申告される方や税務署から案内を受けている方は。

国見町で申告相談する必要はありません。

※混雑を避けるため、指定期日に申 告相談さ れるようご協力

をお願いします。

申告をしなければならない人

瓣一般の人の場合

・農業 ，営巣など事業を営んでいる人

・公的年金等を受給し ている人

・地代．家貰，配当などの所得のある人

膕給与所得者の場合
給与所得者の場合は ，毎月の給与から所得税が源

寮徴収され ，その年の最後の給与を支払う際に年税

額を演算（年末調整）しますので通常は申告する必

要はありませんが．次のような人は申告し てく ださ

い．
・給与の年収額が2,000万円を越える人

・給与のほかに ．他の所得がある人（例えば ，給与

所得のほかに農業 ．配当などの所得がある人）

・ ２ヵ所Ｕ上から給与をもらっている人（パート ，

アルバイトを含む）または，中途退職などのため

に年末調整できなかった人

圜十地や建物などを譲渡した人の場合

土地や建物を売ったり交換し た人 ．居住用の財産

を買い換えた人など．また．国や県 ，町など公共事

篥のために土地や建物を売った場合など ．所得税が

かからなくても申告は必要です．



町 県 民 税

固定資産税
の前納報奨金が

廃止されます

唹成14年度の納税より、近隣市町の状況、

最近の低金利などにより固定資産税、町県

民税の前納報奨金制度が廃止となります。

つきましては、口座振瞥により引き続き前

納を希望する方は、下記までご連絡くださ1

。ヽ

連絡先……

期　限……

･国 見町 役場 税務課

収納係

5 - 2780  (直通)

･平 成14年 ２月 末日 まで

新 様 式

に よ る

確定申告書説明会
平成14年１月（13年分申告）から所

得税の確定申告書が新しくなるのにと

もない 、福島税務署では新様式の記載方法につ

いて、次のとおリ説明会を開催します。実際に

申告書を作成することにより 、その規で確定申

告番を提出することも可能ですので、ふるって

ご出席ください。

確定申告書説明会

【営業･農業･不動産所得のある方1

1月31日(木)9:30 ～12:00 観月台文化センター

【給与所得者･年金受給者】

１月28日(月)9;30 ～12:00 観月台文化センター

１月31日(木)13:30 ～16:00 観月台文化センター

【住宅借入金等特別控除を受ける方】

２月６日(水)13:30 ～16:00 伊達町ふるさと会館

説明会場で確定申告が整った方は 、その場で

申告書の事前提出ができます。

持参するもの

源泉徴収票をはじめ。各種保険料の支払い証

明書など 、例年税務申告に必要なもの。また、

口座番号や印鑑。及び電卓や筆記用具。

期
限
ま
で
正
し
く

申
告
し
ま
し
よ
う

町
県
民
税
の
申
告
義
務
に
つ

い
て
は
地
方
税
法
な
ど
で
規
定

さ
れ
て
お
り
、
正
ｉ
な
理
由
な

く
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
、
条

例
等
に
よ
り
過
料
が
科
せ
ら
れ

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
課
税
係

ｇ
５
８
５
－
2
7
7
8
（
直
通
）

来年4月から

国民年金制度が
変わります
「地 方分 権 一括 法」 による 国民 年金 法の 改正に より 。

平成14 年４月 から 、国民 年 金の仕 組み が一部 変更に な

り ます。

主 な 改 正 点

{納付書の発行}

国民年金保険料の納付書は､４月からは社会保険庁

が発行し、各自に直接送付されます。

【保険料を納める場所】

４月からは口座振替か各自が近くの金融機関や郵便

局などで納めることになります。 また、納付期限が翌

月末日となります。

【半額免除制度が始まります】

前年所得が一定以-ﾄ の゙国民年金第１号被保険者につ

いて、申 請により、保険料の 半額の納付を免除する

｢半額免除制度｣ が導人されます。基準等は家族構成

等により異なりますので役場住民課年金係に問い合わ

せください。

【第３号被保険者の届出先の変更】

第３ 号被保険者( サラリーマンの妻など) の届出は、

配偶者の勤務している事･業主が社会保険事務所に届出

することになります。

【受給手続き】

第１吁被保険者期問のみの方は町で、その他の方は

社会保険11務所で申請することになります。

国民年金保険料の

口座振替について
現在口座振替をしている方には社会保険庁から口座

振替開始（確認通知書）が２月から３月までの間に

届きます。口座振替を希望しない場合は社会保険事

務所に連絡をお願いします。申出がない場合には、

口座振替が継続されます。

新たに口座振替を希望する方は、役場住民課年金係

へ申出ください。

従来と同様に町で行う主な 事務

国民年金資格取得・喪失の届出

保険料免除や学生納付特例の申請

第１号被保険者期間のみの方と障害 一遇族年金

等の国民年金受給手続き

問い 合わせ　住民課年金係　585   ー2179



保健だより
保健柵祉課1 保僅増進係,・(  505 )｢2783

【成分献血が主となります】

日　 時

場　所

１月30日(水)

午前 ９眄～午前11時

午後１時～午後４時

国見町役場前

※成分献血は、検査を含め約１時間 かかります。

ご 協力くださる方は、あ らかじめご連絡ください 。

(希望 により全血献血も 可能で す)

第29回｢はたちの献血キャンペ ーン｣

(平成14年１月１日( 火)～ ２月28日(木))実施中

咲かせよう

献血の心!!

１月30 日(水)は国見町の

献血の日です。

乳　児　健　診

該　 当　 児 実 施 日 受 付 時 間 会　　 場

・３ヵ月児（平成13年ｎ月生まれ）

・９ヵ 月児（平成13年５月生まれ）
３月28日( 木) 午後1  時 30分～午後２眄

観月台文化センター

第１和室

（健診内容〉☆医師の指導．身長・体重測定、調乳、曜乳．予防接種などについて

（持参するもの〉☆母子健康手帳を忘れずに！

１歳６ヵ月児健診

骸　 当　 児 実 施　日 受 付 時 問 会　　 場

平成12年７月16日～

平成12年９月30日生まれの幼児
３月14日( 木) 午後１眄30分～午後２時(刃分

観月台文化センター

大研究室

く健診内容）☆内科と歯科の医師の診察､歯科衛生士による歯みがき指尋､生活保健指導､身長･体重測定を行います。

☆心理判定貝による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

☆栄養指導（おやつの試食）もあります。

（持参するもの）☆母子健康手帳と１歳６ヵ月児健康診査票（必要事項を記入してください）を忘れずに！

病院医師による健康教室の開催について

町 では 次に より 、健

康教 室を 開 催し ます。

テー マご とに それ ぞれ

の疾 病に 関 する 現 状と

予防に つ い て 、医師 に

よ る 講話 を行い ま す。

皆様お 誘い 合 わせの 上 、

ご 来 場く ださい 。

健康教室内容 担当医師 日 時 会 為

肝臟のはなし
主として

肝炎について

公立藤田総合病院
冐臈科

近藤祐一郎医師

２月１日(金)
午後２畤～

(約１時間程度)

観月台文化センター
大研修窒

高血圧予防教室
公立藤田総合病院
内 科
小野哭明医師

２月５日(火)
午後２眄～

(幻１眄間程度)

観月台又化センター

大研修靈



町

職

員

の

給
与
等
に
つ
い
て

町
職
員
の
給
与
は
、
民
間
給
与
の
調
査
に
基
づ
く
人
事

院
の
勧
告
お
よ
び
県
や
他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
均
衡

に
考
慮
し
つ
つ
、
町

議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら

れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
町
民
の
皆

さ
ん
に
職
員
の
給
与

等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

1｡職員給 与費 の状 況（平成13年度一般会計予算）

職員散Ａ �
給 与 費 ����　1人当りの

給与費(B/A)�略料 �嗷員手当等 �萌末･獸匐手当等 � 計（Ｂ）

.5人 �431. 図 2千円 �49.677千円 �190.491千円 �671.81 ひ千円 �6.82C}千円

豪職員散の端数分は特別会針からの支出です．鬣・ 手当てに退職手当は含みません．

2｡職員の平均給料及び平均年齢

区 分 �
国 見 町 �� 福 昜 県

�平均給料月額 � 平均年齢 �平均給料月額 � 平均年齢

一般行政職 �36.  繝 :円 �40.4  歳 �354.500 円 �40  ｣歳

3｡職員の初任給および経験年数別給与月額の状況

区分 ��初任給 �
経験年数

���10年 �15 年 �20 年

一般行政職 �

大学卒 �ｰ 74.48 |円 �294,700円 �353. 円 �4(〕8.78 |円

�高校卒 �141.98 |円 �227.68円 �294.78 円ー �353.800円

4一般行政職の級別職員数

区 分 �l級 �2級 �3 級 �4 級 �5 級 �6吸 �7級 �8級

僚準的な
職　 湧 �

主 事

主事裲 �
主 事 �主 事 �

係 長

主 査 �

係 長

主 査 �

畦 駝

主任主査 �
課 長 �僻　

●
聡髞 長

職員数(人) �｜ �17 �17 � ９ � ７ �49 �12 � ３

棡成比(％) �0.9 �図 .8 �14 , 8 �ﾌ,8 �6.1 �.6 �1 0-4�2,6

5｡職員手当の状況

蹲沫動勉

手　 当 �

区 分 �6 月朋 �12月期 �3 月期 � 合計 �

特殊勵壽
手　 当�

卮饋・翩腫・不快・不量簟な輿卵こ従●する皸員に対して支蛄される手当

騅l 全体に占める手当支砲聴異の剛合25.4  %

支軸刔象瞰員一人当りの平匂支綰月額  5.80 円

手当の槽類11 棔震　 代覩的な手当の種類 梃務l 員・探矍婦

�期汞手当�L45月分 �l､55月分 �0 . 月分 �3.55月分

�勤勉手当�0.6月分 �055月分 ��囗5 月分

�制度上の段階､鼈務の級による加算措置あり.

(平成11年度より055 月分引き下|ﾌら゙ｎています｡) ���
��扶甍手当�　

配恫者16,0(X)IZI,記蒭耆以外の扶鬢輯宸のうち2人豕でそnぞ閇.(X)o円、【た

だし，扶鬢聰曩でないl 偈巷のあλ●l の扶旻最良のうろ1人は6.50(凡 配曩蓍

叺 穹い亀輿の扶矍簔麝のう!51人は日fxxlZI 】その砲|人1こつ晋a(XX)円､扶矍

厩斟) うち滿161 年度朷めから茣22量年度耒1での子側こつき5戉X)刪 渭

退職手当 �

区 分 �助続20年 �勤続25年 �勤続35年 �最高限戻

�自己都合�21.0月分 �33.75.月分 �4 ｽ 5月分 �8.0月分 �
住居手当�

儼l･ ●饂 月攬9.50(珊を衂える累貫を払ってし4 龝員|こ洶し,ICX)~2 ｽ

目　 雹3.500 円
�定年･勧奨�75 月分�.55月分 �627月分 �627月分

眄閹外

勤務手当 �

正規の時間を越えて助籾したときに支給される手当

皸員一人当りの平均支給月額25.  ｰ円 ���
��通勘手当�2

ヽ4km未驫a2a 珊　4ヽ 6噺未濶3.400円　6~俶飛末濁4.5a珊
日 ~ 1 未耳5､6(Xxzi………80km以上43,900円

6,特別職の報酬など

給科（輯酬）月翻 期末手当

町長 B46.(X)(X11 議艮 338,0(X)円
6月用 L45月分

12月罵1.55月分

3月期 0 55月分

合計355 月分

助役 676  竄》0111艦長 254,000円

吸入役

酳 長
635.0(X 〕円 議員 22Bj)00円

7｡部門別職員数の状況

�一般行政部門 ���������特別行政�公営企哭 �

合計
郎門 �餓会 �総務 �

企面

商工 �
税務 �民生 �衝生 �農林 �土木 �合計� 敦育 �水遭･

下水

道･その他

職員数(人) �２ �16 �８ �９ �15 �９ �15 �１１ �85�18 �15 �１１８

条例定数121 人

ここで用いている数値は､平

成13年４月１日 現在の｢地方公

務員給与実態調査｣等に基づき

作成したものです。

【問い 合 わせ】

総務課 庶務 係　??585  ｰ 2112



インフォメーション
除雪作業協力のお願い

町では 例年冬期朋間の生活道路の確保のた

め、町内土木業社の協力により、降雪時に は

早朝より除雪作業を実施しています。今年度

も12 月より延べ７日に わたり、作業を 実施、

降雪量 が多い幹線道を 優先し、町内全域に亘

り 町民皆さまの生活道確保に努めていま す。

効率的な除雪のため次の ２点をお願いします。

・ 路上駐車は除雪作業の妨げとなりま す。緊

急時にも支障となりますので路上駐車はし

ないよう協力ください。

・ 除雪作業で、家庭の出入口などに寄せられ

た雪は、それぞれ片付け下さるようお願い

致します。

幹線道路を優先

し､降雪量によって

は末端部まで除雪

できないこともあ

りますのでご理解

願います。

建設課 維持管理係585  ｰ

催
　
し

法
務
な
ん
で
も

無
料
相
談

福

島
地
方
法
務
局

で
は
、

行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と

し
て

、
法
務
局
で
取

り
扱

っ
て

い
る
業
務
に

つ
い
て
、

気
軽

に
相
談
で
き

る
よ
う

『
無

料
相
談
所
』

を
開
設

し

、
ま
た
、
電
話

に
よ
る

相
談

も
受
け
付
け
し

ま
す
。

秘
密

は
厳
守
さ
れ

ま
す
の

で

、
安
心
し
て
ご
相

談
く

だ

さ
い
。

▼
日

時
：
こ
一
月
十

七

日

（
日

）
午
前
十
時

～
午
後
四

時
ま
で

▼
場
所
・：
福
鳥
ル

ミ
ネ
五
階

▼
相

談
内
容
・
；

登

記
、
人
権
擁

護
匸

戸
箱

な
ど
法
務

関
連
全
般
◆
電

話

に
よ

る
相

談

Ｊ`（
５
３

４

）
1
9
7
9

又
は
ｇ
（
５

３

４
）
1
9
9
4

確
定
申

告
お
よ
び

税
の
無
料
相
談
会

東
北
税
理
士
会
福
島
支

部
で
は
無
料
の
税
務
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
税
理

士
記
念
日
に
あ
た
り
、
次

ぎ
の
と
お
り
相
談
会
を
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
日

時
…
二
月
二
十

三
日

（
土
）
午
前
十
時

～
午

後
四

時

▼
場

所
・：
ユ

ニ
ッ

ク
ス

ビ

ル

九
階

第

二
会

議

室

（
福

島
駅
東
ロ
バ

ス
乗
り

場
向

い
）

▼
相
談
内

容
…

確

定

申

告

に

関
す

る

事

（
確
定

申
告
の
提

出
代

行

も
致
し

ま
す
。
）
財
産

の
贈

与

・
相

続
、
住
民

税
、
固

定
資

産
税
そ
の
他

税
金
に

関
す

る
事
。

★
お
問
い
合
わ
せ

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部

豐（
５
３
４
）
3
9
0
7

募
　
集

自
宅
で

大
学
の
授
業

‘

放
送
大
学
入

学
生
募

集

放

送
大
学
で
は
、

平
成

十
四
年

度
四
月
入
学

生
を

募
集
し

て
い
ま
す
。

自
宅

で
大

学
の
授
業
が
受
け

ら

れ

る
放

送
大
学
は
、
テ

レ

ビ
と
ラ
ジ

オ
、
Ｃ
Ｓ

デ
ジ

タ
ル
放

送
に
よ
り
全
・
咽
で

受
講
で

き
ま
す
。

▼
募
集

学
生
…
◇
全

科
履

修
生
◇

選
科
・
科
目

履
修

生

▼
受
付

期
限
…
平

成
十

四
年
二

月
十
五
日
ま
で

▼

入
学
資

格
・：
入
学
試
験

は

な
く

、
十
八
歳
以
Ｌ

な
ら

だ
れ
で
も
入
学
で
き
、
十

五
歳
以
上
で

あ
れ
ば
遇

科
・
科
目
履
修
生
と
な
れ

ま
す
。
短
期
大
学
・
専
門

学
校
か
ら
も
三
年
次
編
入

学
が
で
き
ま
す
▼
一
科
目

で
も
学
べ
ま
す
▼
卒
業
す

れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
▼
「
教
育
訓
練

給
付
制
度
指
定
講
座
」
に

つ
い
て
は
。
授
業
料
の
Ｉ

郎
経
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

▼
詳
し
く
は
資
料
請
求
に

よ
り
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

★
資
料
請
求
問
い
合
わ
せ

放

送
大
学
福
島

学
習
セ
ン

タ
ー
　

〒
9
6
3
1
8
0
2
5

郡
山
市
桑
野

一
Ｔ
目
2
2

－
2
1
　

冊
‥
０

２
４
（
9
2
1

）
7
４
7
1

西
分
署
だ
よ
り

電
気
火
災
を
防
ぐ

唯
気
器
具
や
配
線
な
ど
、
電
気
に
関
連
す
る
火
災

が
近
年
増
加
し
て
お
り
、
国
見
町
に
お
い
て
も
発
生

し
て

い
ま
す
。
全
国
で
は
平
成
十
二
年
に
約
二
千
件

が
発
生
し
て
お
り
、
住
宅
火
災
の
一
割
以
上
を
占
め

て
る
状
況
で
す
。
是
非

い
ま
一
度
電
気
器
具
の
安
全

点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
器
具
は
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

①
傷
ん
だ
コ

ー
ド
を
使
用
し
な

い
、
コ
ー
ド
に
重

い

も
の
は
乗
せ
な
い
。
東
ね
な

い
。

②
容
危
に
見
合
っ
た
も
の
を
使
用
し
、
タ
コ
足
配
線

は
し
な
い
。

③
常
時
通
電
し
て
い
る
も
の
は
、
時
々
プ
ラ
グ
を
抜

き
。
ほ
こ
り
を
と
る
。
（
ト
ラ

ヅ
キ
ン
グ
の
防
止
）

④
異
常
に
然
く
な
っ
て

い
る
時
は
使
用
を
止
め
、
電

気
店
で
点
検
す
る
。伊

達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｇ

５
８
２
－
3
1
9
0



ありがとうございました，

赤 い 羽根共 同募 金

総 額　2 , 016 , 6 円

歳末 たすけ あい共 同募 金

総 額　1  , 684 , 900円

皆欅からお寄せい

ただいた善魎は。

各圃励の磨旨に基

づきji配させてい

ただきま・。

檣鳥県共同募金会国見町分会

国 見 町 社 会 福 祉 協 爾 会

お
知
ら
せ

在
住
外
国
人
の
方
へ

生
活
相
談
窓
口
の
開
設

（
財
）
福
島

県
国

際
交
流

協
会

で
は
、
県
内

在
住
外

国
人

の
方
を
対
象

に
生
活

相
談

窓
口
を
開

設
し

て
い

ま

す
。
毎
週
木
曜

日
の
午

後

に
は
、
中
国
語

の
通
訳

員

が
お
り
ま
す
の
で

、
日

本

の
生
活
で
の
困

り
ご
と

な

ど
あ
れ
ば
ご
相

談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
電

話
又
は

協
会

窓
口
で

お
受
け

し
ま

す
。

▼
相

談
日
・
：
毎
週

木
曜
日

午
後

一
時
か
ら
五

時
ま
で

▼
場
所
…
（
財
）
福

鳥
県
国

際
交
流
協

会

【
福
鳥
市
舟

場
町
ニ
ー

ー
　
福
島
県
庁

舟
場
町
分
館

（
国
道
四
号

と
平
和
通
り
の
交

差
点
東

側
の
ビ
ル

）一
▼
電
話
番
号

…
（
５
２
４

）
１
３
－
・
５

お
忘
れ
な
く

農

地
異
動
届
を

伊
達
西

根
堰
土
地
改
良

匯
費
の
水
利

費
賦
課
は
毎

年
四
月
一

日
現

在
の
農
地

而

積
を
基
準

に
算

出
さ

れ

ま
す
。
平

成
十

四
年
度
の

水
利
費
賦

課
の

基
準
と

な

る
農
地
面

秘
な
ど
に
変
更

が
あ
っ
た

場
合
は
、
届
け

出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
届
け
出

が
必

要
な
場
合

・：
◇
股
地
の
売

買
な
ど

に

よ

り
所
有
権

が
変
わ
っ

た

と
き
◇
地
区

除
外
を
す

る

と

き
◇
経
営
移

譲
や
死
亡

な
ど
で
名
義

変
更
を
し

た

と

き
◇
農
地
の

貸
借
が

あ

っ
た
と
き

（
水
利

費
の
支

払
義
務
者

を
確
認
し
て

く

だ
さ
い

）
▼
届

け
出
期
間

・：
三
月
十

五
日

ま
で
。

★
届
け
出

・
お
問
い
合

わ

せ伊
達
西
根

堰
土
地

改
良
区

｀
″（
５
８
２

）
2
3
1
9

国
の

教
育
ロ
ー
ン

国
民

生
活
金
融
公
庫
貸
付

国

民
金
融
公
庫
で

は
倒

の
教

育
資
金
を
貸
付
し

て

い
ま

す
。
希
望
の
方

は
、

早
め

に
お
申
し
込

み
、
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

▼
融

資
額
・：
学
生

、
生
徒

―
人

に
つ
き
、
二
百
万

円

以
内

▼
返
済
期
間

…
十
年

以
内

。
交
通
遺
児
家

庭
、

母

子
家

庭
に
つ

い
て

は
一

年

延
長

が
可
能
。

な
お
、

在
学
期

間
以
内
で
の
元

金

の
据

え
置
き
が
で
き

ま
す

▼
利

率
…
年

丁

七
％
（
一

月
現

在
）
▼
返
済
方

法
…

毎
月
元

利
均
等
返
済

。
融

資
額

の
乍
分
以
内
の

ボ
ー

ナ
ス
月

の
増
額
返
済

等

★
申
込

み
・
問
い
合

わ
せ

国
民

金
融
公
庫
福
島

支
店

ｎ
（
５
２
３

）
2
3
４
1

国土調査にかかる

閲覧のお知らせ
平成12年度 に爽施しました貝田第

２第３地区の国土( 地籍) 調査によ

る、地籍図 ・地籍簿案か作成さ れま
したので 、下記により閲覧いただく

よ うお知らせします。

この 閲覧では、調査結果を確毘い

ただき 、成果の承認となりますので。

期間中に閲覧さ れますようお飜いい

たし ます。

・ 姐 区 名 貝田第２第３地区

・ｌ 覧川間
２月18 日(月)～３月９日(土)

日 曜日を除く 午前9時から午後４

時3g〕分まで
・冊 覧場所 国見町役場　 ３階和室

＊該当の方には文曹で通知いたしま

す。印鑑をご持曾ください。
{お問い合わせ}

企画商工課国土調査係 昔585-2９57

誕

生

お

め

で

と

う

菊

地
　

千

尋
ｙ
（
石
母
田
原
）

喜

信

～

・
千

賀

子

～

小

池

翔

太

郎

。・
（`
山
崎
沢
田
）

武

嗣

ｊ

・
麻

紀

。
‘

石

川
　

柚

奈
ｙ
（
皈
　

橋

）

勝

男
ｊ

・
増

美

丿

榊
　
　

柊

哉
ｙ
（
駅
　

前

）

孝

則

ｊ

・
明

美

丿

松

浦
　

弘

典
ｙ
（
石
母
田
西
）

知

弘
ｊ

・
浩

子

ｊ

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

桜

澤
　

太
吉

。
‘
7
4（
中

部

）

谷

冷

カ

チ

エ

ー
7
7（
人
町
北
）

村

上
　

サ

タ

ー
8
7（
宮

朿

）

五

十

嵐

榮

雄

丿
8
1（
耕

谷

）

佐

藤
　

杞

美
丿
7
5
（
第

１

）

武

田
　
　

弘

。、‘
7
4（

駅

前

）

吉

田
　

貞

造
い
一
倡（
本

町

）

阿

部
　

ヒ

ロ

ー
8
1（
宮

束

）

佐

藤
　

丈

男
j
7
3
（

北

部

）

阿

部

ア

キ

ヱ

ー
8
6

（
石

母

田

西

）

徳

江
　

ヤ
る
’一

7
8
8（
本

町

）

佐

藤
　

ト

ク

ご
9
2（
徳
江
北
）

斎

藤
　
　

盛

。
‘
6
6（
第

４

）

佐

藤
　

正

己

ご
7
2（
貝

田

）

佐

藤
　

昌

介

ご
7
8（
第

３

）

（
1
2
月

末

日

ま

で

に

、
当

町

窓

口

で

受
付

し

た

方

で

、

住

所

を

有
す

る

方

を

掲

敍

し

ま

し

た
。
）

掲載を希望されない 方は、届け出の際にお申し出下さい。

2月の心配ごと相談

５日肉 占Ⅲ ●基l，
浅野やへ子14

15 日 八巻 忠一,j4
石黒さよ11114

25alll を物 正 ，゙
岩卵 欄子I、

●略所 役場{２隋}扣威宙
●畸同 ￥1紬９畤‐ 正午

人口と世帯
12 月1日現在

人口11  17 人(  十 20 )

男 5.363 人(  十 4  》

女5.754 人(  十 16 )

出生４人 死亡９人

転入45人 臨出20人
世帯3.192 世帯(  十 16 )



生涯学習
つうしん

国見町教育委員会生涯学習諌

(観月台文化センター〉
魯(  585〉2676 FAX く585 ) 2707

お
話
の
会

～
阿
津
賀
志
学
級
～

阿
津
賀
志
学
級
恒
例
の
「
お

話
の
会
」
は
十
二
月
六
日
開
催

さ
れ
、
六
名
の
話
家
に
よ
る
心

温
ま
る
話
、
話
芸
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
会
は
学
級
生
が
話
家
と

し
て
登
壇
。
大
勢
の
み
ん
な
を

前
に
思
い
思
い
の
テ
ー
マ
で
話

す
る
も
の
で
、
話
家
に
と
っ
て

は
適
度
の
緊
張
感
と
、
聞
き
手

に
と
っ
て
も
話
家
の
新
た
な
一

面
が
発
見
で
き
る
と
な
か
な
か

好
評
で
す
。

安
藤
政
治
委
員
長
か
ら
話
家

が
紹
介
さ

れ
る
と
、
『
私
の
人

生
』
や
「
世

の
中

は
鏡
」
「
朗

読
」
等
の
題
日
で
、
思
い
出
や

笑
い
話
、
教
訓
溢
れ
る
話
が
さ

れ
、
若
者
へ
の
苦
瀘
な
ど
も
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

聞
き
手
の
学
級
生
も
、
話
家

と
と
も
に
悲
し
み
、
笑
い
、
心

い
っ
ぱ
い
に
話
を
受
け
止
め
ま

し
た
。
話
家
の
一
生
懸
命
な
話

に
、
盛
大
な
拍
乎
と
、
暖
か
い

声
援
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 一

年
間
を
振
り
返
り

「
子

育
て

教

室

」
閉

講

式

子
青
て
教
室
の
閉
講
式
は
、

十
二
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
、

子
ど
も
の
成
長
と
一
年
問
の
活

動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
十
五
回
の
講
座
と

父
親
も
参
加
し
て
の
芋
掘
り
な

ど
七
回
の
自
主
活
動
が
あ
り
、

子
青
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
で
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

家
庭
教
育
は
大
き
な
役
割
を

も
っ
て

お
り
、
家
庭
が
持
つ
教

育
機
能
を
卜
分
発
揮
で
き
る
よ

う
『
子
育
て
教
室
』
の
内
容
充

実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

式
で

は

教
室

生
を

代
表

し

、

佐

藤

昭
7
.
副

委
貝
畏

が

、「
各

講

座
に

お

い
て
有

益
な

学

習
が
で

き
、

更
に

活
動

を
通

し

て
親

睦

が
深

め
ら

れ
た

こ

と
は

累
哨

ら

し

い
成
果

で

す
。

心
身

と

も
に

豊
か

な
表

現
力

あ

る
子

ど

も
に

育

つ
よ

う
親

と
し

て
が

ん

ぱ
っ

て
ま

い
り
ま

す
。
」
と
抱

負

を
述

べ

、
ま
た

。

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
の

山
内

聴

子
さ

ん

か
ら

「
こ

こ
で

学

ん
だ

こ
と

を

生
か
し

て

、
自

信

を

も
っ
て

楽
し

く

子
育

て
し

て

だ

さ
い
。
」
と
励

ま
し

の

言
柴

が

か
け

ら

れ
ま
し

た

。

式

終
了

後
に

茶
話

会

が
催

さ

れ
、

子
育

て
の

難
し

さ

、
楽
し

さ
、

そ
し

て
感

動
が

話
し

合

わ

れ
ま

し
た

。

行 事 の お知 ら せ

《１月)

16日( 水) 子ども 移動図 書館(藤田 小２年)

17日( 木) 子ども 移動図■ 館(森 江野小)

18日( 金) 孫臂て学級(大木戸ふれあいセンター)

成人 学級(一 年の計を 語る会)

21日( 月) 子ども 移動図 書館(大 木戸小)

22日( 火) 子ども 移動図 魯館(藤田 小３年)

24日( 木) 子ど も移動図 晝館(藤田 小 １年)

25日( 金) 孫育て学級(大木戸ふれあいセンター)

26日( 土) 少 年仲間づくり 教室

30日( 水) 阿 津賀志学級( 寿祝新 年会)

〈 ２ 月 》

５日(火) 子ども移動図書館(小坂小)

12日(火) 子ども移動図晝館(大枝小)

13日(水) くにみ女性教室(閉講式)

14日(木) 子ども移動図書館(森江野小)

15日(木) 子ども移動図ｉ 館(藤田小２年)

参
加
者
募
集

第10回 町長杯囲碁将棋大会

期 日／２月３日(日) 開会 午 前９眄

受 付／午前8  時 30 分～8  時 50 分

会 場／観月合文化 センター 挧1 和室

会 費／1 人1 . 円 小中学生500 円･・龠rtきもi

対 象／町民及びｌ 内の 職場に勤務する愛好者

定 員／囲碁 ・将 棋各々３０名

表 彫／Ａ･Ｂ吝級 優勝.準優勝,１位.2 位.３位

Ａ級 優勝者には 町長杯 を授与

申込み／1 月28日(月)まで生雇学爨諜へ,皿ａ 紬も9!，



図書室からのお知らせ
図書の電算化実施に向け､ ただ今電算入力作業を進めています。

◇返し忘 れている本はありませんか ？

長期間､ 貸し 出しのままになって返却されない本があるため 、

電算入力できなくて大変困っています。もう一度、確認してく

ださい。

◇利用者カードの申し込みが必要になります

図書の電算化により 、新しく 「利用者カード」の登録 が必要

となります。今まで利用されていた方も 改めて登録し ていただ

くことになり ます｡ 受 付は｡2 月から行います｡ 図書室を利用さ

れた際にお願いし ます。また､ まだ利用されたこ とのない方も 、
この機会にぜひ登録をし てみませんか。なお 、カ ードは ４月以

降からの利用となり ます。

新しい本が届きました ～文化センター図書室～

(一般図書)

＊父への 恋文…………藤原咲子

＊ ネパーランド…………恩田陥

＊北蓍の謎を解く……諏訪春雄

＊饐の瞬き……………村松友視

＊江戸の見世勧…………JII添裕

＊日本文化の歴史……尾塵正英

＊自転車乗りの夢…佐々木幹郎

＊トルーマン・レター

………………………高鳴哲夫

＊愛の領分……………藤田寛 永

＊けったいな連れ合い

………………………高櫑順 子

【児 童図 書 】(紙芝居)

＊カブトムシ＆クワ ガタ探偵団

カブトムシ＆クワガタ探愉団唱

＊ ア ジ ア 心 の 民 話 １～ ６

… … … … … …… … … 星 の 墹 会

＊ 金 色の 像 … …… … … 岩 瀬成 子

＊ 紳 士と オ パヶ 氏

… … … … …… た か ど の ほう こ

＊ スタ ー ハイ ツ ０号 … 竹 下 文 子

＊ あ１ のつぽにすんでt４こおぱあさん

… … … … ル ー マ ー･ ゴ ッ テン

＊ スタ ー ・ガ ー ル

… … … ジ ェ リ 一 一スピ ネ ッ リ

＊ 川 の 上 で･･･ヘ ルマ ン･ シュ ル ツ

＊ 彼の 手 は 語 り つぐ

…… …ﾉi ト リ シ ア･ ポ ラッ コ

＊ 壁 の 中 の 碕 計

… …(J レイ ス と 飃 法 使い 協 会)

ジ ョ ン ペ レ ア ー

★貸出し 冊数は5 冊以内、畊間は ２週皿以内です．

図魯室を利用する 前に、事務室で受付をしてく ださい．

観月台 文化情

報
☆｢ 小椋{圭}

歌 談の 会

３月３日( 日)　　 ‾

開演: 午後６時

入 鳩 料３,０００円( 舍●獪足，

☆三井住友海上

文化財団派遣
コンサート

｢天羽明惠＆吉田浩之コンサート｣

２月１６日(土)

開演:午後6  時 30分 入場料1.０００円(全●自缶)

闘い合わせ●●・ 雪還字●●文化贏舞0  ( 5 ) 76

楽
し
か
っ
た
よ
！

子
ど
も
ま
つ
り

12月９日 観月台文化セン ターで

今年もにぎやかに子どもまつりが

開催されまし た。

270名からの子どもが参加し､ ゲ

ームや人形 劇、クリスマスツリー

の飾り付けや 、ケー牛づくりなど 、

みんなでつくる クリスマスを楽し

みまし た。

ス
ポ
ー
ツ

ゆったりど健康づくり

初めて開催した太極拳教室。受講生は。３回にわたって太極

拳の初歩を学びました。

受講生の中には、「ゆったりとしたリズムに合わせた全身運
動。性別や年齢に関係なく取り組めるスポーツですね。機会が

あったら今後も続けたい」という人も。

募 集

卓球教室

リバイバルの卓球。楽しさを知ってく

ださい。
日 時 ２月６日 １３日 ２０日

(３回 ・水曜日)

午後7  時 分～午後９眄

場 所 観月台文化センター体育館

対 象 町在住又は在勤の方

定 員 ３０人

指導者 斎藤ハツ子先生( 元国 体選手)

内 容 本．応用、ゲーム

申込先 ２月1 日(金) まで、

社会体膏係へ、(跳飫での申込み可)



新
年
を
光
で
迎
え

●
あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー

1
2月
2
3日
午
後
５

眄
、
花

火

と
と
も
あ
つ
か
し
山
に
大

き
な
ツ

リ
ー
型
の
イ
ル
ミ

ネ

ー
シ
ョ

ン
が
浮
か
び
上
が
り

ま
し
た

。
今
年
で
９
回
目
を

迎
え

、
年
末
年
始
の
風
物
詩

と
し
て

定
薦
し
た
国
見
ト
ラ

イ
ア

ン
グ
ル

ー
ク
ラ
ブ
（
佐

藤
司

会
長
）
主
催
の
ピ
ッ
グ

ツ
リ
ー
は
、
１
月
２
日
ま
で

国
見
町

を
照
ら
し
新
年
を
光

で
迎
え

ま
し
た
。
2
3日
午
後

に
は
、
上
野

台
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
で

は
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ン
タ
さ
ん
も
登
場

ク
リ
ス
マ
ス

お
楽
し
み
会

藤
田
保
育
所

1
2月
2
2日

、
藤
田
保
育
園

で

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

に

開
か
れ
、
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
へ

、
圃
児
だ
ち
か
ら
歌

や
お
遊
技
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た

。
真
っ
赤
な
お
鼻

の
ト
ナ
カ
イ

さ
ん
の
ダ
ン
ス

や
、
サ
ル

カ
ニ
合
戦
の
劇
な

ど
、
園
児
た
ち
は
こ
の
日
の

た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し
ま

し

た
。
最

後
に
冨
永
町
長
と

佐
藤
忠
美
議
長
扮

す
る
サ
ン

タ
さ
ん
が
登
場

、
か
ん
ば
っ

た
園
児
た
ち
ヘ
フ
レ
ゼ
ン
ト

が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

新
年
を
祝
い
飛
躍
を
誓
う
●
賀
詞
交

歓
会

国
見
町
新
春
賀
詞
交
歓
会

が
１

月
４
日
Ｊ
Ａ

国
見
会
館

で
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
人

が
年
賀
の

あ
い
さ
つ
と
と

も

に
、
新
年
の
門
出
と
飛

躍
を

誓
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

伊
達
み

ら
い
・
町
商
工
会
及

び
町
に

よ
り
例
年
開
催
さ
れ
る
も
の

で
。
こ
の
中
で
冨
永
町
長
は

「
今
年
は
2
1世
紀
の

基
盤
づ

く
り
へ
踏
み
出
す
年
と
位
置

付
け
た
い
。
」
と

、
佐
藤
忠
芙

議
長
も

『
全
議
員
一
丸
と

な

っ
て
町
政
伸
展
に
尽

く
し
て

い
き
た
い
。
』
と
年
頭
の
所

感

を
述
べ
ま
し
た
。

高
校
サ
ッ
カ
ー
の
頂
点
に

●
長
崎
県
国
見
高
校

卜
長
崎
国
見
高
校
で
優

酳
報
告
す
る
選
手
卜

長
崎
県
国
見
町
捉
供

▲
声
援
を
送
る
渡
邉
長
崎
国

見
町
長
と
佐
藤
忠
美
議
長

当
町
と

友
好
関
係
に
あ
る
、
長

崎
県
国

見
町
の
国
見
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
、
第
8
0

回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で

昨

年
に
引

き
続
き
５

度
目
の
優
勝
を

飾
り
ま

し
た

。
青
と
黄
色
の
お
馴
染
み
の

縦
じ
ま

ユ
ニ
ホ
ー
ム
国
見
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は

走

っ
て

走
る
組
織
的
サ
ッ
カ
ー
を
展
開

、
全

日
本
ユ
ー
ス
選
手
権
と
あ

わ
せ
二
冠
を
達
成
し
ま
し

た
。
選
手
権
準
決
勝
に
は

当
町
か
ら
佐
藤
忠
美
議
長

ら
も
駆
け
つ
け
応
援
し
ま

し
た
。

藤田小学校　２年１組

丹治彩奈
｢どうぷつこうえん｣

藤田小学校　 ２年２組

五十嵐康

｢へびとむしのかくれんぼ｣
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集

発
行
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見
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総
務
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Ｉ
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福
島
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伊
達
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国
見
町
大
字

藤
田
字
一
丁
田
二
、
２
の
１
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Ｌ
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２
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－

５

８

５

－

２

１

１

１
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Ａ

Ｘ

Ｏ

２

４

１
５

８

５

Ｆ
２

１

８

１

ｍ
・
∃
ｓ

一ｉ

ｏ
ｙ

＆

Ｍ

Ｑ
＠

一
雷

『
畄

・
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コ
・コ
ｓ
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ね
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